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協
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）とは？

地域の中で助けを必要としているかたや、困
りごとがあるかたなど、さまざまな課題を抱
えている人がいます。社協は、そういう人た
ちの問題を解決し、地域全体をより良くする
ため、住民や社会福祉法人、
行政などと協力して、「安心
して暮らせるまち」を目指
し活動を行っています。
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当日は、手打ちそばの提供も行いました。当日は、手打ちそばの提供も行いました。
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１　社会福祉活動の啓発宣伝
　① 社協事業活動への理解と協力を得るた
めに、社協だより（年４回）を発行し
啓発に努めた。また、QRコード掲載に
より、ホームページへの誘導など、利
便性向上を図っている。

　② 社協のホームページを活用し、お知らせ
により、関連情報の発信を随時行った。

　③ 第30回いたくら福祉まつりを開催し、
福祉団体及び福祉関連事業の趣旨普及
に努めた。

２　社会福祉の拡大と助長
（１）低所得者対策
　①生活福祉資金（県委託）
　 　生活福祉資金は、低所得者世帯及び障
害者世帯、高齢者世帯に対して必要な資
金を低利あるいは無利子で貸し付けるも
ので、この利用により経済的自立に必要
な生活面での援助を行った。
　②生活困窮者自立支援事業【総務係】
　 　「経済的に困窮し、最低限度の生活を維
持できなくなるおそれのある」生活困窮者
に対して生活や就労等の相談支援を行っ
た。
　③小口生活資金
　 　低所得者世帯に対し、緊急かつ一時的に
必要な生活資金を貸し付けるもので、資
金の貸し付けにより低所得者世帯の生活
の助長安定を図っている。
　④特例貸付償還支援（県委託）
　 　緊急小口、総合支援資金貸付事業償還
支援を県の指導に従い適正に行った。

（２） 高齢者・身体障がい児（者）福祉の増
進

　①地域支援事業の実施
　 　高齢者の閉じこもりと介護予防を目的
としたサロンへの支援協力を地域包括支
援センター在宅支援センターと共催で
行った。
　② 生活支援コーディネーターを配置し協
議体への参加や他機関との連携及び知
識の向上を図るため研修会を行った。

　③介護用品の貸出
　 　高齢者等の身体的・精神的負担の軽減
を図るため介護用品を無償で貸出した。
　④福祉車両（車いす仕様車）の貸出
　 　車いすを必要とする障がい児（者）及び
高齢者等への移動支援の一環として、福

祉車両の貸出しを行った。
　⑤配食サービス事業
　 　個人ボランティアの協力を得て、必要
とされる高齢者への配食サービスを毎月
１回見守りも兼ねて行った。

　⑥ ダイヤモンド婚式・金婚式合同祝賀会
　 　中央公民館を会場に、ダイヤモンド婚
及び金婚を迎えたご夫妻に、式典に合わせ、
記念品の贈呈と祝賀会を行った。

　⑦ 視覚障がい者音読サービス事業の実施
　 　視覚障がい者に対し、朗読ボランティ
ア「声のリボン」の協力を得て、町広報
誌及び社協だよりの音読CDを貸出した。

　⑧思いやり福祉サービス事業
　 　介護保険制度を受けない高齢者や障が
い者で、日常生活においての軽微な支援及
び、町内の公共施設や病院への送迎が必
要な方に対し、協力会員による有料のサー
ビスを行った。

　⑨在宅障がい児（者）親子交流事業
　 　在宅障がい児（者）及びその家族を交
えて、「クリスマス会」を開催した。

　⑩ 手話奉仕員養成講習会（館林市・板倉
町・明和町合同25回開催）

（３）児童福祉の増進
　① 板倉町学童保育対策事業管理運営（町
委託）　みつばち学童クラブ１・２・３

　② 社会福祉協力校（東・西小学校・板倉
中学校・板倉高校）４校の活動に協力
援助した。

（４）福祉人材の育成
　① 板倉高校福祉体験学習活動に協力した。
（５）福祉関係団体への協力と援助
　① 団体事務及び活動への協力と援助を
行った。

　② 遺族会の戦没者追悼式への協力など、戦
没者の慰霊、遺族援護活動を行った。

　③ 町民や社協とのパイプ役として活躍す
る民生委員・児童委員委員会活動の場
を提供した。

（６） ボランティアセンター事業運営の強化
　① ボランティア連絡協議会、朗読ボラン
ティア「声のリボン」、入浴サービスや
すらぎ会の活動への援助を行った。

　② ボランティア保険への加入促進支援を
行った。

　③ ボランティア需給のコーディネート活
動を行った。

　④ 芸能ボランティア活動（施設交流訪問
９回）への協力を行った。

　⑤ 災害時ボランティアセンター設置運営
訓練を明和町社協と合同で実施した。

（７）福祉相談事業の充実強化
　① 総合支援事業を展開し「なんでも福祉
相談」窓口として、相談員を配置し地
域のかたの生活や福祉に関する相談を
受け対応した。

　② 認知症総合支援事業「オレンジカフェ
社協」を月１回開催し、認知症のかた
やその家族が介護専門職への相談や地
域住民と交流の場の普及に努めた。（町
委託）

３　募金運動の推進
（１） 赤い羽根共同募金の推進　　　　　　

［10月１日から12月31日］　　　　　
実績額　1,801,127円

（２） 歳末たすけあい運動　　　　　　　　
［12月１日から12月31日］　　　　　
実績額　1,666,134円

　① 歳末たすけあい運動実行委員７名によ
り15件の施設訪問を行った。

　② 申請により高齢・障がい・生活困窮世
帯へ民生委員・児童委員により町内配
分を行った。「119世帯」

　③ 独居高齢者世帯、高齢者世帯へ、おせ
ち料理を宅配した。「94世帯」

４　福祉サービス利用支援事業
（１）日常生活自立支援事業
　① 判断能力の低下から日常生活に支障を
きたす認知症高齢者・知的障がい者・
精神障がい者に対し、契約により福祉
サービス利用のための支援や日常的金
銭管理及び指導を行った。

５　指定管理事業
（１） 板倉町総合老人福祉センターの管理運

営
（２） 板倉町デイサービスセンターの管理運

営
（３） 板倉町地域活動支援センターの管理運

営
（４） 板倉町障害者デイサービスセンターの

管理運営
６　板倉町社会福祉協議会独自事業
（１） 小規模多機能施設「えがお」の経営

令和７年度社会福祉法人板倉町社会福祉協議会事業報告書
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令和７年度　社会福祉事業決算報告
支　出支　出収　入収　入

収入合計
 279,165,609円

補助金収入
 49,193,962円

介護保険事業収入
126,788,843円

事業収入
5,545,677円

受託金収入
70,081,841円

保育事業収入
16,895,700円

会費収入
3,488,600円受取利息配当金収入

117,511円

その他の収入
326,313円

その他の活動による収入
1,000 円

前年度繰越金
6,428,304円

貸付事業収入
122,000円

寄付金収入
175,858円

支出合計
279,165,609円 人件費支出

191,807,322円

事業費支出
50,134,442円

事務費支出
23,369,576円

共同募金配分金事業費
3,493,017円

固定資産取得支出
3,854,840円

助成金支出
770,000円

その他の活動
による支出
5,510,460円

負担金支出
63,952円

貸付事業支出
162,000円

　令和７年度における板倉町社会福祉協議会の決算及び事業内容は、次のとおりでしたのでご報告
いたします。今後とも、ご理解ご協力をお願い申し上げます。

令和８年度

賛助会員募集賛助会員募集のお願いのお願い
町民の皆様へ町民の皆様へ

【年会費】賛助会員：一口　2,000円
令和７年度　賛助会員会費の募集実績及び使途

令和７年度の社協賛助会員会費実績額は、286,000円でした。
この会費を、次のとおり活用させていただきました。

事 業 費　168,000円　（オレンジカフェ社協経費、配食サービス）
事 務 費　118,000円　（公用車、パソコン賃借料）　　　　　　　

皆様のご協力に対し、心からお礼申し上げます。

※ 賛助会員としてご協力いただけるかたは、下記問合せ先までご連絡をお願いいたします。当協議
会職員がお伺いいたします。ご協力よろしくお願いいたします。

～問合せ先～
社会福祉法人板倉町社会福祉協議会（総務係）　☎82－3900

　板倉町社会福祉協議会の事業運営につきまして、平素からご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　社会福祉協議会（社協）は、社会福祉法において、地域福祉の推進を図ることを目的とした社会福祉法人で、地
域における福祉向上のためさまざまな福祉活動を行っている団体です。
　賛助会員とは地域福祉活動を地域住民の皆様に資金面でご支援いただく制度です。公費では臨機に対応できない
新しい要望や問題に対し、地域の実情にあわせた対応で地域独自の福祉活動を展開することができます。
　地域の福祉推進のため、皆様のご協力をお願い申し上げます。

社　協　だ　よ　り令和８年８月１日（3）



小規模えがお小規模えがお

板倉町デイサービスセンター板倉町デイサービスセンター板倉町デイサービスセンター板倉町デイサービスセンター板倉町デイサービスセンター板倉町デイサービスセンター板倉町デイサービスセンター

ご利用者のご利用者の
えがおがえがおが
満開です満開です

板倉町デイサー
ビスセンター

　５月10日（日）母の日の行事を行いました。カー
ネーションを持って、記念撮影をしました。

　６月20日（土）・21日（日）と父の日の行事を行いまし
た。手作りおやつを食べ、その後記念撮影をしました。

　小規模多機能型居宅介護事業所えがおは、一つの事業所で「通い」「泊り」
「訪問」を組み合わせられる、地域密着の介護サービスです。
　いつものスタッフが24時間体制で寄り添うから、安心感が違います。
　ご相談・ご見学は、随時受け付けております。

母の日母の日

父の日父の日

えがおPRえがおPR

小規模多機能
えがお

　６月のデイサービスではおやつバイキングを行いま
した。色々な種類のお菓子から好きな物を選んでいた
だき召し上がってもらいました。お腹いっぱいになる
まで召し上がったかたも多く、大変喜んでいただけた
様子でした。

　７月のデイサービスでは七夕行事で短冊に願
い事を書いてもらい、壁面に飾りつけていただ
きました。皆さんご自身やご家族の体調や健康
についてお願いしていました。皆様の願いが叶
いますように。

　板倉町デイサービスセンターは在宅で日常生活に介護が必要なかたはもちろん、介護は必要ないが外へ出る機会
があまり無く、近所に同年代がいないかたなどに通所していただき、入浴や食事、レクリエーション、リハビリ等
を提供する施設です。住み慣れた板倉町で在宅生活を続けながら、日中はデイサービスセンターで有意義に過ごし
ていただき、孤独感の解消や心身機能の維持向上を図ることが出来ます。
　中でも入浴サービスは大変ご好評をいただいて
おり、一般浴では大きな浴槽で足を伸ばしてゆっ
くりとご入浴いただけます。特殊浴は最新式と
なっており、車椅子で入浴できる浴槽を完備して
います。どちらのお風呂も介護職員が入浴のお手
伝いをしますので体の不自由なかたや入浴に不安
があるかたも安心して入浴いただけます。

※見学受付中です。お気軽にご連絡ください。☎82－3961

～デイサービスセンターはお年寄りにもご家族にもうれしい日帰りの介護サービスです。～

内観（広々空間）特殊浴（車イスの方も安心）一般浴

社　協　だ　よ　り № 135（4）
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地域活動支援センター

障害者デイサービスセンター

地域活動支援センター

障害者デイサービスセンター

　支援センターでは、現在新規でご協力頂けるかたを募集しております。
年度の途中でもお受けしております。興味のあるかた、ご連絡をお待
ちしております。
　季節のプランターを年４回、２個ずつ配置させていただきます。
　１年間8,000円。途中からの場合は減額となります。
　※ 配置料は作業収入として支援センター利用者の工賃とし、支給さ
せて頂きます。

　※お問合せ：板倉町地域活動支援センター　☎82－3950

【奉 仕 活 動】
　支援センターでは、日頃の日中活動として、内職作
業や園芸作業などの軽作業を中心に行っていますが、
年に２回程度、奉仕活動の一環として、散歩コースに
している道路のごみ拾いを行っています。

【カ ラ オ ケ】
　利用者さんはカラオケ好きのかたが多く、福祉セン
ターのカラオケをお借りして、歌を披露しました。こ
の日の為に練習を重ねた利用者もいるらしく…楽しい
時間を過ごしました。好評だったので、恒例化を検討
中（笑）

今年の七夕飾りは、
ペットボトル風鈴短冊を作成。
それぞれ個性のある織姫や彦星に仕
上げ、願い事を書き、支援センター
に飾りました。

▶デイの利用者も応援で参加

プランター配置事業募集中プランター配置事業募集中

短冊に願いを込めて…短冊に願いを込めて…
みんな何をお願いしたのかな？
願いが叶うといいね。

社　協　だ　よ　り令和８年８月１日（5）
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